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1. はじめに

2024年 12月 14日，15日に東京科学大学大岡山キャ
ンパスにて開催された第 15回横幹連合コンファレンス
において，特別セッション「社会人再教育セッション」
が開催されました．本セッションでは，1996年にマサ
チューセッツ工科大学（MIT）スローン経営大学院を卒
業した 5名の同級生が，約 30年の時を経て再会し，変
革の時代における人材育成の未来について深い議論を展
開しました．
世界は今，急速な生成 AIなどの技術革新，保護主義

が台頭するグローバル社会，そして環境問題などの社会
変化に直面しています．第四次産業革命とも呼ばれるこ
の変革の時代において，企業や組織が持続的に成長し，
社会に貢献し続けるためには，従来の枠組みを超えた新
たな人材育成のアプローチが不可欠となっています．特
に，日本企業におけるグローバル競争力の向上と，イノ
ベーション創出の必要性が高まる中，社会人再教育の重
要性が注目されています．
セッションのコーディネーターを務めた私は，MITス

ローン校の基本理念である「Mens et Manus（Mind and
Hand)」の重要性を強調しました．この理念は，理論と
実践の融合を重視する同校の教育哲学を表しており，現
代の人材育成においても重要な示唆を与えています [1]．
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Fig. 1: Massachusetts Institute of Technology [2]

Fig. 2: MIT Sloan School of Management [2]
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2. 各講演者の発表内容

最初の講演者である開志専門職大学事業創造学部教
授の赤木徳顕氏は，「研究機関からベンチャーへ：多様
なキャリアパスと学び続けることによる可能性」という
テーマで講演を行いました．日本の大学院で流体力学の
シミュレーションを研究した後，野村総合研究所に入社
し，金融数理分析からデータベースマーケティングへと
研究対象を広げていった経験を語りました．赤木氏は，
シリコンバレーでの経験を経て，Eコマース，地産地消
レストラン，「食べる通信」など，様々なベンチャー事
業を立ち上げ，その後教育者としての道を歩み始めまし
た．この多様なキャリアパスは，継続的な学習と新しい
分野への挑戦の重要性を体現しています [3]．

MITでの学びが，赤木氏のキャリア形成に大きく寄与
し,「非集中システムの社会実装家」という軸を得て，ベ
ンチャー企業での実践や教育活動を展開し，AIと人間
の共生という新たな研究テーマに取り組んでいます [3]．
赤木氏は，理論と実践の往復運動を丁寧に描いていま

す．MITでの理論的学習が，その後のベンチャー企業で
の実践に活かされ，さらにその経験が教育・研究活動に
昇華されていく過程が説得力を持って示されています．
また，継続的な学びの重要性と，それを支えるリカレン
ト教育の必要性についての示唆も非常に有意義です．
赤木氏の講演は，理論と実践の統合，継続的学習の重

要性，そして技術と経営の融合という観点から，現代の
社会人再教育に重要な示唆を与えています．
続いて登壇したボストンコンサルティンググループ日

本代表の秋池玲子氏は，「社会の変化とそれに対応する
人材育成の方向性」について講演しました．キリンビー
ル株式会社，産業再生機構での経験や，政府系委員とし
ての幅広い知見を基に，事業戦略作成から組織改革ま
で，様々な支援経験から得られた示唆を提供しました．
特に，変革期における人の重要性と，そのための具体的
なアプローチについて，実践的な視点から解説が行われ
ました．
秋池氏は，組織におけるエンゲージメントの重要性

と，現代の経営における人材育成の課題を包括的に論じ
ています．特に，MITスローン校で学んだ組織論と変革
マネジメントの知見を基に，ミレニアル世代・Z世代の
特徴を踏まえた新しい組織運営のあり方を提示していま
す．「パーパス（存在意義）」を中心に据え，従来型の固
定的なキャリアパスから，より柔軟で多様な人材育成へ
の移行の必要性を説いています．
秋池氏の講演では、以下の 3点が強調されました．
第 1に，理論と実践の融合です．MITでの経営学や

在学中の学びと，実務経験を効果的に結び付けて議論を
展開しています．第 2に，グローバルな視点です．世界
的な経営教育機関での知見を活かし，日本企業の課題を

国際的な文脈で捉えています．第 3に，未来志向の提言
です．「人生 100年時代」を見据えた新しい組織運営の
在り方を，具体的に提示しています．
三菱総研 DCS代表取締役社長の亀田浩樹氏は，「IT

ユーザー企業とサービス企業，両方の経営者としての
視点から，デジタルトランスフォーメーションの重要性
と人材育成」について講演しました．三菱銀行でのシス
テム部長，CISO（最高情報セキュリティ責任者），三菱
UFITテクノロジー（MUIT）社長などの経験を踏まえ，
大規模な銀行システム統合プロジェクトの実例を交えな
がら，技術と経営の両面での深い理解の重要性を説明し
ました．
これは，ITユーザー企業と ITサービス企業の両方の

視点から人材育成を論じた貴重な実践的研究です．特に
注目すべき点は，著者自身のMITでの学びと，その後
の 30年以上にわたる実務経験を統合し，理論と実践の
両方の分析をしていることです．銀行の CIOという重
要な立場での経験と，現在の IT企業経営者としての視
点を組み合わせることで，日本の IT産業が直面する構
造的な課題と，その解決に向けた具体的な提言を行って
います．また，ビジネスプランコンテストで全国優勝し
た東京都立産業技術高専の Technology七福神の事例研
究を通じて，若手人材育成の実践的アプローチも示され
ており，理論と実践のバランスが取れた研究報告となっ
ています．

TNAX BioPharma代表取締役社長の向平隆博氏は，「グ
ローバル製薬産業におけるイノベーションと多分野連携」
をテーマに講演を行いました．吉富製薬での経験，海外企
業とのアライアンスマネジメント，新薬開発のプロジェ
クトマネジメント，米国でのコーポレートベンチャー
キャピタル立ち上げなど，豊富な国際経験を基に，製薬
産業における最新のイノベーション動向と多分野連携の
重要性について解説しました．
この講演は，製薬産業の技術革新と多分野連携につい

て包括的に分析しています．注目すべき点として，治療
モダリティの進化，低分子医薬品から抗体医薬品，さら
に遺伝子細胞治療へ，デジタルヘルスの台頭，そしてグ
ローバルな製薬エコシステムの変化が詳しく説明されて
います．また，創薬プロセスにおける「魔の川」，「死の
谷」，「ダーウィンの海」という 3つの重要な障壁につい
ても言及し，これらを乗り越えるための戦略的アプロー
チを提示しています．
この講演は，理論と実践の両面から分析を提供してお

り,向平氏の実務経験に基づく具体的な例示が説得力を
高めています．また，製薬業界の現状と課題を体系的に
整理しながら，将来の展望まで示しています．特に，シ
リコンバレーと異なる米国ボストン，ケンブリッジ地域
のバイオエコシステムの分析は，今後の日本の製薬産業
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発展やエコシステムへの示唆に富んでいます．
セッション後半には，「変革の時代を切り拓くMITス

ローン・スクールの学びから紐解く人材育成の未来」を
テーマにパネルディスカッションが行われました．ここ
では，他分野連携，グローバル視点，継続的学習という
三つの要素を軸に，各登壇者がMITでの学びをどのよ
うに実践の場で活かしてきたかについて，具体的な経験
が共有されました．

3. 今後の展望

本セッションは，MITスローン・スクールの教育理
念と卒業生の経験を基に，急速に変化するグローバル社
会における人材育成の未来を探求する貴重な機会となり
ました．特に，理論と実務の融合，多分野連携の促進，
グローバルな視点の涵養という観点から，今後の社会人
再教育の在り方について重要な示唆を提供しました．
本セッションで共有された知見は，技術革新が加速

する現代において，より一層重要性を増していくことで
しょう．特に，AIやデジタル技術が社会を大きく変え
ていく中で，人材育成における重要な示唆が得られまし
た．例えば，テクノロジーの理解だけでなく，人間的な
判断力や創造性の育成，そして技術と人間の強みを組み
合わせた新しい価値創造の重要性など，技術と人間の調
和のとれた発展を実現するための具体的な方向性が示さ
れました．リーダーシップ育成の指針として，継続的な
学習の重要性，実践を通じた理論の検証と発展，そして
グローバルな視点での知識統合の必要性が強調されまし
た．参加者たちは，このような実践的な知見の共有と議
論の場を継続的に設けていくことの重要性を確認し，盛
況のうちにセッションを終えました．

最後になりましたが，要職に就かれている中で，貴重
な経験と洞察を共有してくださった 4名の講演者の方々，
そして熱心に参加してくださった皆様に心より感謝申し
上げます．本セッションの知見が実務に活かされ，日本
の産業界の発展に寄与することを願っています．
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